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飼い猫に寄生した有線条虫Mesocestoidessp.の1症例
斎 藤 哲 郎1)･森 重 和 久2)･頓 宮 廉 正3)
AcaseofMesocestoidessp.infectioninadomesticcat
TetsuroSAITO,KazuhisaMoRISHIGE,YasumasaToNGU
A2-year-olddomesticcatdischarged2smalcestodesegments(1mmXlmm)intothestoolon16th
inMarch,1993.0nthenextday,4cestodestrobilaewithoutscolexwereobtainedfromthiscatby
administrationofpraziquantel(30mg/kg).Strobilaemeasuredapproximately60-86mminlengthand
lmm inmaximum width.Ineachimmaturesegment,thenumberoftesteswasmorethan60.A
paruterusmeasuring316-473JLmX316-371JLmWasSituatedattherearcentralpartofeachgravid
segment.Theeggs(32×24JLm)intheparuteruscontainedoncosphers.TheseMesocestoidesCestoda
werenotidentifiedasM.lineatusorM,literatusforlackoftheirscoleces.
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緒 言
有線条虫は中間宿主を二つ持っている｡第1中
間宿主は不明な点が多くササラダニ類の他糞食性
の昆虫と目されている｡第2中間宿主は両生類,
雁虫類,鳥類,捕乳類など広汎な動物にわたって
いる｡終宿主にはイヌ,ネコ,キツネ,タヌキ,
テンなどの肉食獣がなっている｡ヒトにも希に感
染が見られ,わが国では現在まで10例以上の人体
症例が報告されてきた｡犬ト 3)では野犬の調査や飼
育犬でその感染が報告されているが,猫において
は症例や疫学調査の報告はまだ見あたらない｡本
報告はわが国の飼い猫に寄生が見られた有線条虫
の1症例である｡
症 例
患猫は福山市郊外で飼育されている飼い猫であ
る｡種類は雑種,年齢は2才,体重は4.5kgであっ
た｡1993年 3月16日約 1mm の白色虫体が 2個便
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に付着しているのを飼い主が発見し斎藤獣医科病
院を受診した｡来院時,食欲は旺盛で,便も正常
な固形便をしていた｡
排出された片節は既に乾燥していたので生理食
塩水にもどした後,庄平して検鏡したところ典型
的な副子宮を認め Mesocestoides属の条虫と確認
した｡当日駆虫のためプラジカンテル錠 (ドロン
シット,バイエルジャパン株式会社)を30mg/kg
授与した｡翌日便とともに条虫体が排出され,飼
い主がアルコールにいれて再び持参した｡固定さ
れた虫体は計 4条 (Fig.1)で各67cm,86cm,60
cm,65cm の長さを有していた｡いずれも最大幅
は1mm であった｡ 4虫体 とも頭節はなく, 1条
は頚部で他は未熟片節で切断されていた.片節を
デラフイール ドの-マ トキシリンで染色したとこ
ろ精巣の数は60以上あった (Fig.3)｡副子宮の大
きさは316-474/JmX316-371/Jm で,これより取
り出した透明無色の楕円形の虫卵 (Fig.2)は内
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Fig.1.StrobilaeofMesocestoidessp.dischargedfromacat
Fig2.Eggfromtheparuterineorgan
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猫の有線条虫寄生例
容は六鈎幼虫であった｡卵10個の平均計測値は
32×24J〃nであった｡投薬後は9ヶ月経たのちも
片節の排出はみられないので陰転したものと判定
した｡
考 察
有線条虫は元来犬や猫の寄生虫と言われているO
にもかかわらず犬や猫に関する寄生報告は以外に
少なく,わが国の犬では飼い犬3)と野犬1･2)から3
報告があるのみである｡しかも野犬における寄生
率は0.5%と非常に少ない｡猫においては野良猫,
飼育猫を問わずわが国ではまだ報告例は見あたら
ない｡
虫種に関しては犬からのものはM.liteYlatuS2)
と報告されている｡その他 M.paucitesticulusが
タヌキ4,5)とホンドキツネ6)から報告されている｡
人体症例のものは総て M. lineatusとされてい
る7)｡本虫の形態は終宿主の違い,寄生数の差に
よって識別形質の変動がみられ,種間の識別形質
とみなされる質的または量的形質がしばしば重複
している8)｡しかも今回の症例虫体は固定された
ものの計測値であり,頭節も無いため正確な種名
の決定は無理 と考えMesocestoides.sp.として報
告した｡
感染経路についてはヒトの感染ではマムシ7~11)
やシマ-ビ12~15)の生食によるとされたものが多
い｡しかし犬や猫にとっては-どを餌とすること
は通常ないと考えられる｡患猫はネズミ,モグラ
などの輔乳類,ヒヨドリ,スズメなどの鳥類,カ
エル,イモリなどの両生類と雁虫類などをしばし
ば捕獲生食していたとのことである｡おそらくこ
れらの第2中間宿主の動物が感染源になったと考
えられる｡
文 献
1)古賀元晃 二福岡市の犬小腸内寄生虫に就いて.日本寄
生虫学会記事 (第21年,昭和27年):27-28,1952.
2)伊藤二郎,渡辺強三,野口政輝,望月 久,河野鋲雄 :
静岡県下におけるいわゆる野犬の寄生嬬虫(5)条虫類附
総括.寄生虫誌8:649-654,1959.
3)久木義一 :犬のMesocestoidessp.の寄生例.寄生虫誌
18:455-458,1969.
4)SawadaI.,KugiG.:Anewcestode,Mesocestoides
Paucitesticulus,from a badger,Nyctereutex
Pro砂OnOides,inJapan.Jpn.J.Parasit.22:45-47,
1973.
5)久木義一 :別府産タヌキ,Myctereutexprocyonoides
に寄生していたMesocestoidesPaucitesticulusについ
て.寄生虫誌22:300-302,1973.
6)久木義一 :ホンドキツネ VulPesvulPesjaponicaに寄
生していたMesocestoidesPaucitesticulusについて.
寄生虫誌26:25-27,1977.
7)森下哲夫,長瀬啓三,森山海一,松本美夫 :Mesoces-
toideslineatusの日本における人体寄生の第11例につ
いて.寄生虫誌24:353-356,1975.
8)熊田信夫,水野さは子,加藤義昭,水野孝彦,大矢
博,鈴木 孝,服部孝至 :Mesocestoideslineatusの人
体寄生例,日本における第8症例について.寄生虫誌
21:336-345,1972.
9)森下哲夫,小林瑞穂,五藤 基,江口 孝,森山和典,
大橋三与治 :Mesocestoideslineatus(条虫類)の日本
における人体寄生の第3例.寄生虫誌13:101-104,
1964.
10)影井 昇,木畑美知江,清水純孝,浦部品夫,石井 明 :
日本における人体有線条虫感染の第10例について.育
生虫誌23:376-382,1974.
ll)小林瑞穂,長瀬啓三,大友弘士,粕谷志郎,岩間 明,
渡辺和則 :Mesocestoideslineatusの人体寄生例,日本
における第9症例について.岐阜医紀22:472-477,
1974.
12)伊藤二郎,本田銃咲,石黒 満 :Mesocestoidesline-
atus(条虫類)の日本における人体寄生の第2例.寄生
虫誌11:71-75,1962.
13)荻原忠文,天木-太,岡安大仁,中島重徳,岩田 章,
肥後 現,杉原寿彦,大畑信子,河野均也 :珍らしい
寄生虫症 (Mesocestoides症およびManson孤虫症)
の二例.日本医事新報2088:24-27,1964.
14)田中 寛,宮本健司,金子清俊,小津茂弘,会田忠次
郎 :Mesocestoideslineatusの人体寄生例.寄生虫誌
16:369-374,1967.
15)亀谷 了,市原醇郎,野々部春登,町田昌昭 二日本に
おけるMesocestoidessp.の人体寄生第6,7例.寄生
虫誌15:553,1966.
- 21-
